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に
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－
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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
12
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま

で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
、
直
接
死
と
震
災
関

連
死
を
併
せ
て
49
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
し
、

被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆
様
の
懸
命
な
ご
努
力
と
国

内
外
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
全
町
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
か
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
納
得

し
て
帰
還
す
る
「
幸
せ
な
帰
町
」
を
捉
え
、
除
染
に

よ
る
環
境
回
復
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の
払

拭
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
と
し
た
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
・
整
備
、
商
業
施
設
の
整
備
、
医
療
福

祉
施
設
の
整
備
、
広
野
こ
ど
も
園
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
中
高
一
貫
校
を
始
め
と
す
る
教
育
環
境
の
体
制
整

備
等
、
生
活
環
境
を
一
つ
ひ
と
つ
整
え
、
９
割
の
帰

還
を
果
た
し
、
廃
炉
・
復
興
関
係
事
業
者
や
他
市
町

合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合

セ
ン
タ
ー
、
東
日
本
国
際
大
学
、
福
島
高
専
と
の
取

り
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、
福
島
国
際
研
究
機
構

（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
に
進
出
す
る
研
究
施
設
や
当
地
域
の

復
興
を
支
え
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、
若
い
人
材

を
活
か
す
た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
踏
ま
え
、
地
域

が
抱
え
て
い
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
様
々
な
課
題

に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
関
係
機

関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
、
町
の
み
ん
な
が
相
互
に
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、「
日
本
一

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

広
野
火
力
発
電
所
が
立
地
す
る
町
と
し
て
、
広
野

火
力
発
電
所
と
一
昨
年
運
転
を
開
始
し
た
広
野
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
と
の
未
来
に
向
け
て
の
共
生
を
展
望
し
た
脱

カ
ー
ボ
ン
を
掲
げ
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促
進
、
経

済
的
な
合
理
性
、
国
等
の
政
策
と
の
整
合
性
を
踏
ま

え
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
町
内
の
企
業
や
各
家
庭
の
、
省
エ
ネ
化
や

脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
、
環
境
省
の
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
先
行
し
て
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
・

風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
図
り
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急
速
充
電
設
備

の
設
置
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
社
会
利
用
モ
デ
ル

の
構
築
に
取
り
組
み
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

東日本大震災から東日本大震災から1313年目年目をを迎えて迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

広
野
町
長
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東日本大震災から東日本大震災から1313年目年目をを迎えて迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

村
か
ら
の
避
難
者
を
含
め
た
約
６
、０
０
０
人
の〝
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
〟に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

広
野
駅
東
側
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
広
野
駅
前

東
口
広
場
、
未
来
の
か
け
橋
が
完
成
し
た
ほ
か
、
広

野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
福
島
広

野
、
馬
場
医
院
、
広
野
薬
局
、
広
野
町
商
工
会
等
が

立
地
し
、
令
和
５
年
度
に
は
、
広
野
町
復
興
計
画
に

掲
げ
る
基
本
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
復
興

事
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
て
い
る
広
野
駅
東
側

第
二
期
開
発
地
区
の
住
宅
地
整
備
等
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
若
者
子
育
て
世
代
の
定
住
・
県
外
都
市

部
等
か
ら
の
移
住
に
重
点
を
置
き
、
住
宅
地
購
入
の

負
担
軽
減
と
な
る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
な
ど
、
就

労
環
境
や
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、
移
住
後

の
安
定
的
な
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
移
住
・

定
住
施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
国
・
県
・
地
方

自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
、
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
、

移
住
・
定
住
応
援
隊
、
ふ
る
さ
と
福
島
広
野
会
、
大

学
な
ど
の
高
等
学
術
機
関
、
各
企
業
等
、
関
係
す
る

す
べ
て
の
皆
様
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築
し
、

様
々
な
場
面
に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

　

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育

む
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
ひ
ろ
ぱ
ー
く
」
の

開
園
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新

校
舎
が
開
校
と
な
り
、
教
育
の
丘
が
形
成
さ
れ
、
約

１
、０
０
０
人
が
日
々
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る
早
稲
田
大
学
環
境
総

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
・
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
国
、

県
、全
国
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
、国
家
公
務
員

退
職
後
に
支
援
職
員
と
し
て
赴
い
て
い
た
だ
い
た

方
、行
動
力
に
溢
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
、大
学
学
術
研

究
機
関
等
の
研
究
者
の
方
々
に
、ご
縁
、つ
な
が
り
の

有
難
さ
を
深
く
感
じ
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

復
興
・
創
生
に
は
、
様
々
な
課
題
・
難
題
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
様
々
な
ご
縁

を
大
切
に
し
、
愛
す
る
ふ
る
里
の
た
め
に
、
様
々
な

皆
様
と
信
頼
を
深
め
、
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
の
念
を

持
ち
、
理
解
し
合
う
こ
と
で
、
必
ず
ふ
る
里
復
興
・

創
生
を
成
し
遂
げ
る
決
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

郷
土
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、私
た
ち
の
先
人
は
、

多
く
の
危
機
に
直
面
し
た
際
、
英
知
を
結
集
し
、
幾

度
と
な
く
危
機
を
乗
り
越
え
、
伝
統
・
文
化
・
風
土

を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ

た
美
し
い
故
郷
の
伝
統
・
文
化
・
風
土
に
愛
情
と
誇

り
の
念
を
刻
み
、本
年
を
〝
ふ
る
里
復
興
・
創
生
「
草

創
の
年
」〟
と
位
置
付
け
、
移
住
・
定
住
を
念
頭
と

し
た
新
た
な
時
代
の
防
災
に
強
い
〝
安
心
・
安
全
な

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
〟
に
向
け
て
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
新
た
な
未
来
創
造
を
展
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

皆
様
、
町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写真提供：アジア航測㈱写真提供：アジア航測㈱
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新型コロナウイルス感染症について

令和５年３月１３日から
これまで屋外では原則不要、
屋内では原則着用としていましたが

マスク着用は個人の判断が基本となります

※事業者の判断でマスク着用を求められる場合や従業員がマスクを着用している場合があります

基礎疾患を有する方高齢者 妊婦

作成：令和５年２月１０日

マスク着用が効果的です

ご自身を感染から守るために

重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時

ただし、以下のような場合には注意しましょう

本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、
個人の主体的な判断が尊重されるよう、ご配慮をお願いします

慢性肝臓病
がん
心血管疾患 など

マスクを着用しましょう

周囲の方に、感染を広げないために

受診時や医療機関・
高齢者施設などを訪問する時

通勤ラッシュ時など混雑した
電車・バスに乗車する時

広野町新型コロナウイルス感染症対策本部

令和５年３月13日（月）以降も当面の間は
町公共施設職員はマスク着用で対応いたします
　マスクの着用については、これまで、屋外では原則不要、屋内では原則着用としていましたが、
国の方針に基づき、令和５年３月13日（月）以降は「個人の判断」が基本となります。
　町の施設（役場、公民館、保健センター、文化交流施設など）は、不特定多数の方が利用されることや、
新型コロナウイルス感染症による重症化リスクの高い方に配慮する観点から、基本的な感染対策を
継続し、当面の間、職員はマスクを着用して来所される皆さまに対応させていただきます。

オミクロン株に対応した２価ワクチンの接種について（令和５年５月７日までの対応分）

〇オミクロン株対応２価ワクチン接種の対象者
●�新型コロナウイルスの従来株とオミクロン株に対応したワクチン（以下「オミクロン株対応２価ワ
クチン」という。）の接種は、初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の全ての方を対象に、
一人１回接種します。最終接種から３ヶ月以上経過した方が対象者となります。

●�広野町のオミクロン株対応２価ワクチン接種は、馬場医院での個別接種となります。

〇初回接種（１・２回目接種）が未接種の方
　・従来型ワクチンによる接種を完了してください。
〇乳幼児（生後６か月～４歳）および小児（５～11歳）接種について
　・�接種対象者の保護者に対し意向調査を行い、双葉郡８町村合同でワクチン接種を実施しています。

お問合わせは広野町保健センター（☎0240ｰ27ｰ3040）までご連絡ください。
〇広野町以外での接種について
　・入院中の医療機関や施設でワクチンを受ける方は、医療機関や施設にご相談ください。
　・�避難先において、「住所地外接種届出済証」の提出を求められた場合は、広野町コロナワクチンコー

ルセンターまでお問い合わせください。かかりつけ医や大規模接種で受ける場合は必要ありません。
〇�広野町に居住している広野町民以外の方で、馬場医院での個別接種を希望される場合は広野町コロナ
ワクチンコールセンターまでお問い合わせください。
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＊＊＊ 広野町コロナワクチンコールセンター ＊＊＊
平日のみ 【月曜日～金曜日（祝祭日を除く）】　午前８時30分～午後５時15分　☎0120ｰ567ｰ513

感染拡大防止のための基本対策
令和５年２月６日改定　福島県新型コロナウイルス感染症対策本部

① 一人ひとり基本的な感染対策を徹底してください。
　●�高齢の方や、基礎疾患のある方は、感染リスクの高い行動は控えましょう。
　●�家庭から感染が広がらないよう取り組みましょう。
　●�同居するご家族が、濃厚接触者と判明した日から数日程度、
　　出勤等を控えるなどの検討をしましょう。

② 症状がある場合は登校・出勤を控え、早めに受診してください。

　●発熱やのどの痛みなど少しでも症状がある場合、早めに受診することが大切です。
　●かかりつけ医や診療検査医療機関に相談してください。
　　　　　　　　　※県ホームページで検索できます�
　●相談先に迷う場合は受診・相談センター（☎0120ｰ567ｰ747）

③ 会食時は感染リスクが高まることから、十分注意してください。

　●感染対策の徹底された飲食店を利用してください。
　　※�お店側は「業種別ガイドライン」の遵守など、お店側と利用する側、双方が感染防

止対策を徹底することが大切です。

④ 新型コロナワクチンの接種を検討してください。

　●ワクチン接種後も、基本対策を徹底し、
�������「うつさない」「うつらない」行動をお願いします。
　●町では、オミクロン株対応２価ワクチンの接種を令和４年10月から開始しています。
　　�接種対象は、初回接種（1、２回目接種）を完了し、最終接種から３か月経過した12

歳以上全ての方で、一人１回の接種となります。この接種は、令和５年５月７日まで
の接種となりますので、まだ接種を受けていない方で、接種を希望される方は広野町
コロナワクチンコールセンター（☎0120ｰ567ｰ513）にお早目にお問合せください。

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

福島県　診療検査医療機関

〇 令和５年５月８日以降のワクチン接種については、国の方針が決まり次第お知
らせいたします。
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まちの話題まちの話題まちの話題

行政区長会議

　行政区長会議が３月19日（日）、広野町公民館で開
催されました。会議では令和４年度下半期の町の重点
事業の進捗状況説明が行われたほか、事前に行政区長
から寄せられた質問・要望への対応について説明をし
ました。また、行政区長から新型コロナウイルス感染
症対策、道路の維持管理などについての質問や要望が
あり、これに対して遠藤町長や担当課長がそれぞれ回
答しました。

↑行政区長会議の様子

ふるさと福島広野会総会を開催

　第２回ふるさと福島広野会総会が３月４日（土）、
東京グリーンパレスにおいて開催され、首都圏在住の
広野町出身者、広野町に縁のある13名の会員が参加し
ました。総会においては、広野町移住・定住応援隊長
である坂本潤之輔様に加え、新たに応援隊員に11名を
任命し、総勢19名の組織体制を形成しました。広野町
の魅力や移住・定住への取組について、積極的なPR
活動に取り組んでいきます。総会終了後においては、
交流会を開催し、会員相互の親睦を深めました。

↑参加した会員との記念撮影

インターン成果報告会

　地域実践型インターン事業成果報告会が３月16日
（木）、公民館で開催されました。この取り組みは、町
が将来の移住・定住につなげようと実施し、学生10名
が２月中旬から約１か月間町内の大和田測量設計、南
双サービス、新妻有機農園、フタバライフサポートの
４社で研修を行ってきました。報告会では、グループ
ごとに学生ならではの若い視点による課題解決に向け
たプロジェクトを発表しました。

↑参加した学生と受入企業のみなさん

いわきFCが広野町を表敬訪問

　いわきFCの村主監督と選手３名が２月10日(金)、
広野町役場を表敬訪問しました。訪れた村主監督は「双
葉郡の皆さんからの支援を感じている。早く一勝でき
るよう頑張りたい」と今季開幕するシーズンへの抱負
を語りました。訪問を受け遠藤町長は「スタジアムが
喜びと感動に包まれることを願い、心一つに応援しま
す」と激励しました。
　いわきFCはチームビジョンに「浜を照らす光とな
る」を掲げでおり、いわき市と双葉郡８町村をホーム
タウンとしています。

↑選手、監督らとの記念撮影
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広野町地域福祉計画策定委員に
委嘱状を交付

　広野町地域福祉計画策定委員会の委嘱状交付式が３
月３日（金）、役場全員協議会室において行われました。
遠藤町長より委員一人ひとりに委嘱状が交付され、町
長あいさつでは「委員の皆様にはご快諾をいただき感
謝している。町内の医療機関と協定を結び新たな福祉
づくりを目指している。皆様と一緒に広野町の福祉計
画の策定にご尽力いただきたい」と述べました。委嘱
状交付式終了後、第１回委員会が開かれ、計画の素案
などについて意見交換を行いました。

↑根本委員長（右）に委嘱状を手渡す遠藤町長（左）

南スーダンの行政官らが
広野町を訪問

　国際協力機構（JICA）の国別研修として日本を訪
れている南スーダンの行政官が３月６日（月）広野町
を訪れました。NPO法人広野わいわいプロジェクト
の根本賢仁理事長といわき市のいわきおてんとSUN
企業組合の吉田恵美子代表理事による広野町内で展開
している復興事業の講演がひろの未来館で行われまし
た。南スーダンでは紛争や洪水による被害が大きな影
響を及ぼしているため、行政官の方々は説明に真剣に
耳を傾けていました。

↑広野町を訪問した南スーダンの行政官のみなさん

ひろのアートキャンプ
恐竜アート大作戦　開催

　ひろのアートキャンプ�恐竜アート大作戦が２月25
日（土）、ひろの未来館で開催されました。イベント
に先立ち、遠藤町長は、「このひろの未来館からこど
もたちへの未来創造に向けた芸術、文化などの新たな
息吹が生まれることを期待しております。」とあいさ
つしました。今年度は過去２回の開催に引き続き、様々
なアーティストを招聘し、町にゆかりのある「恐竜」
をコンセプトとした『子どもが恐竜とアートを体験す
る！』をテーマに、壁画制作や体験型ワークショップ
などを開催しました。イベントには約500名の方々が
来場し、親子でアート・音楽の体験を楽しみました。

↑完成した恐竜アートと記念撮影をする参加者

東日本大震災追悼献花式を実施

　東日本大震災追悼献花式が３月11日（土）、震災記
念公園において開催されました。東日本大震災から12
年をむかえ震災で尊い命を亡くされた方に対し、防災
行政無線のサイレンで黙とうした後、追悼の献花を行
いました。松本副町長や北郷議長など約50人が参列
し、犠牲者の冥福を祈りました。松本副町長から「町
民とともに一丸となり、災害に強いまちづくりにまい
進する」とあいさつしました。

↑追悼の祈りを捧げる参列者のみなさん
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４
月
か
ら
の
新
体
制

広
野
町
職
員
一
覧

町
　
長
　�

遠
藤
　
　
智

副
町
長
　�
松
本
　
正
人

教
育
長
　�
根
本
　
良
政

総
務
課

参
事
兼
課
長
兼
政
策
広
報
室
長

�

　
飯
島
　
洋
一

課
長
補
佐
　�

横
山
　
正
文

課
長
補
佐
　�

黒
田
　
泰
将

課
長
補
佐
　�

佐
藤
　
和
也

係
長
　�

根
本
　
忠
幸

(

公
益
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
派
遣)

係
長
　�

磯
部
　
智
史

係
長
　�

北
郷
　
弘
貴

専
門
員
　�

遠
藤
　
　
聡

　�
(

再
任
用)

主
任
主
査
　�

秋
田
　
尚
志

主
任
主
査
　�

星
　
　
悠
太

主
任
主
査
　�

大
和
田
　
徹

主
査
　�

萱
間
　
　
隆

主
査
　�

猪
狩
　
稚
菜

主
事
　�

島
村
　
真
登

復
興
企
画
課

参
事
兼
課
長
　�

小
松
　
和
真

課
長
補
佐
　�

北
郷
　
　
功

課
長
補
佐
　�

久
保
田
隆
之

専
門
員
　�

渡
辺
　
弘
幸

�

　(

再
任
用)

主
任
主
査
　�

佐
藤
　
正
美

�

　(

福
島
県
任
期
付
派
遣)

主
任
主
査
　�

猪
狩
　
伸
彦

主
事
　�

横
田
　
侑
哉

町
民
税
務
課

参
事
兼
課
長
　�

岡
　
　
修
一

課
長
補
佐
　�

林
　
　
澄
子

係
長
　�

齊
藤
　
真
人

主
任
主
査
　�

渡
辺
　
　
南

主
任
主
査
　�

猪
狩
　
愛
子

主
査
　�
遠
藤
　
尚
己

主
事
　�
鈴
木
　
宏
昌

�
（
新
採
用
）

健
康
福
祉
課

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
　

�

佐
藤
　
尚
文

課
長
補
佐
　�

鯨
岡
　
晋
悟

係
長
　�

鈴
木
　
政
人

主
査
　�

遠
藤
　
雅
大

主
査
　�

秋
田
さ
と
み

主
査
　�

長
谷
川
隆
広

主
事
　�

水
野
　
友
美

主
事
　�

鈴
木
早
紀
子

�

（
新
採
用
）

保
健
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐
　�

佐
久
間
啓
子
　 �

(

こ
ど
も
家
庭
課
兼
務)

総
括
主
任
保
健
師
　�

藤
田
奈
緒
美
　

�
(

こ
ど
も
家
庭
課
兼
務)

主
任
保
健
師
　�

黒
田
　
香
織

�

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

主
任
保
健
師
　�

矢
吹
　
　
萌

�

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

こ
ど
も
家
庭
課

参
事
兼
課
長
　�

坂
本
　
　
淳

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
園
長
　

�

根
本
　
美
江

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
園
副
園
長
　

�

北
郷
　
恵
子

係
長
　�

阿
部
加
奈
子

専
門
員
　�

鈴
木
　
秀
臣
　

�
(

再
任
用)

主
査
　�

根
本
　
　
樹

こ
ど
も
園

係
長
　�

宍
戸
　
由
香

主
任
保
育
教
諭
　�

吉
田
　
美
和

主
任
保
育
教
諭
　�

新
妻
　
有
貴

副
主
任
保
育
教
諭�

坂
本
絵
里
紗

副
主
任
保
育
教
諭
　
宮
下
　
仁
美

保
育
教
諭
　�
蛭
川
　
結
未

保
育
教
諭
　�
中
野
　
花
香

保
育
教
諭
　�

岡
田
　
香
織

保
育
教
諭
　�

根
本
　
優
海

児
童
館

係
長
兼
副
館
長�

　
松
下
　
　
愛
　

主
任
児
童
厚
生
員
　
坂
元
　
亜
希

主
任
児
童
厚
生
員
　
小
玉
　
茉
紀

環
境
防
災
課

参
事
兼
課
長
　�

遠
藤
　
義
宏

課
長
補
佐
　�

鯨
岡
　
圭
介

係
長
　�

鯨
岡
　
祐
紀

主
任
主
査
　�

髙
山
　
　
裕

�

（
任
期
付
）

専
門
員
　�

芳
賀
　
弘
美

�

　(

再
任
用)

主
事
　�

谷
平
　
　
涼

産
業
振
興
課

参
事
兼
課
長
　�

猪
狩
　
裕
一

課
長
補
佐
　�

金
子
　
一
隆

係
長
　�

根
本
　
明
和

主
任
主
査
　�

丹
野
　
俊
司

�

（
任
期
付
）

主
任
主
査
　�

二
井
　
幸
徳

�

（
任
期
付
）

建
設
課

課
長
　�

松
本
　
周
次

課
長
補
佐
　�

志
賀
　
裕
一

係
長
　�

坂
本
　
充
宏

係
長
　�

鈴
木
　
　
亮

主
任
主
査
　�

織
田
　
友
英

�

（
任
期
付
）

主
査
　�

渡
辺
　
　
駿

出
納
室

会
計
管
理
者
兼
室
長�

北
郷
智
恵
子

主
査
　�

五
十
嵐
優
希
　

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
兼
生

涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長
　

�

加
賀
　
博
行

課
長
補
佐�

松
本
　
房
幸

課
長
補
佐
兼
指
導
主
事

　�

寺
島
　
克
彦

主
任
主
査
　�

佐
々
木
道
夫

�

　(

任
期
付)

主
任
主
査
　�

猪
狩
み
ち
子

�

（
任
期
付
）

主
任
主
査
　�

遠
藤
　
結
花

教
育
委
員
会
事
務
局　

生
涯
学
習
課
（
公
民
館
）

課
長
補
佐�

鈴
木
　
　
恵

主
査
　�

坂
本
　
拓
貴

議
会
事
務
局

参
事
兼
局
長
　�

林
　
　
聡
宏

書
記
（
主
査
）　�

黒
田
　
峻
介

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
　�

久
田
　
宗
俊
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『
い
の
ち
を
守
り
』
に

つ
い
て
の
事
業

町
の
健
康
課
題

　

町
の
健
康
課
題
と
し
て
、
高
血

圧
や
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病

な
ど
に
よ
る
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
の
循
環
器
疾
患
が
多
い
事
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
令
和
３
年
12
月
に

県
が
公
表
し
た
お
達
者
度
に
お
い

て
、男
性
が
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
、

女
性
が
ワ
ー
ス
ト
７
位
と
い
う
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
健

康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

３
年
10
月
の
「
脱
お
達
者
度
ワ
ー

ス
ト
１
、
脱
メ
タ
ボ
」
宣
言
に
基

づ
き
、
町
独
自
の
「
広
野
町
健
康

福
祉
手
帳
」、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
や
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

利
用
助
成
事
業
」
な
ど
、
健
康
増

進
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
赤

ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
か
ら
働
き
盛
り

世
代
、
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
の
み

ん
な
が
「
家
庭
」、「
地
域
」、「
行

政
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
意
識
す

る
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
、「
日
本
一
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、介
護
保
険
に
お
け
る
保
険
税・

保
険
料
及
び
一
部
負
担
金

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
３
月
９
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「「
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
」
以
降
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」

を
踏
ま
え
た
令
和
４
年
４
月
８
日

付
け
通
知
に
基
づ
き
、
令
和
５
年

度
か
ら
保
険
税
・
保
険
料
の
２
分

の
１
の
額
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
一

部
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上

位
所
得
層
を
除
く
被
保
険
者
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
免
除
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
令
和
７
年
２
月
28
日

ま
で
免
除
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
上
位
所
得
層
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
税
・
保
険

料
及
び
一
部
負
担
金
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

「
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築

　

平
成
31
年
１
月
の
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
宣
言
に
基
づ
き
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
様
々
な
課
題
に
対
し
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
包

括
的
な
地
域
連
携
を
図
る
「
広
野

町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
し
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を

構
築
す
る
た
め
「
広
野
ま
る
ご
と

応
援
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の

普
及
に
努
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

友愛会との協定締結式

障
が
い
者
福
祉

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地

域
生
活
支
援
事
業
を
通
じ
て
日
常

生
活
を
支
援
し
、
各
種
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業
務
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
が
困
難
な
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
の
通
所
事
業
所
ま
で

の
移
動
支
援
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
積
極

的
に
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
提
供
で
き
る
体
制
整

備
を
行
い
、
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
　

感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
・
県
と
連
携
、
情
報
共
有

を
図
り
的
確
な
情
報
発
信
を
行

い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
対
象
を
継
続
し
て
全
町
民
に

拡
大
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
１

月
20
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、

５
月
８
日
か
ら
２
類
相
当
か
ら
５

類
へ
見
直
し
が
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
流
行
周
期
が
予
測
で
き
な

い
特
異
性
を
踏
ま
え
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
年
２
回
の
接
種
、
そ

　第１回広野町議会定例会で遠藤智町長が令和５年度の広野町の施政方針を表明しました。

町の進む未来や今後の取り組みをお伝えします。

いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町
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れ
以
外
の
方
は
年
１
回
の
接
種
と

な
り
、
予
防
接
種
法
の
特
例
臨
時

接
種
の
位
置
付
け
が
１
年
延
長
さ

れ
た
こ
と
よ
り
無
料
接
種
と
な
り

ま
す
。
町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
確
実
に
接
種
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

妊
産
婦
健
康
診
査
、
乳
幼
児
健
康

診
査
、各
種
予
防
接
種
助
成
事
業
、

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
出
生
並
び

に
子
育
て
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
般

不
妊
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
児
童
虐
待
に
つ
き

ま
し
て
は
、
役
場
内
関
係
各
課
及

び
児
童
相
談
所
等
の
福
祉
関
係
機

関
、
学
校
等
の
教
育
関
係
機
関
、

警
察
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図

り
、
虐
待
防
止
、
早
期
発
見
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
国
道
６

号
等
に
お
い
て
立
哨
活
動
を
毎
月

実
施
し
、
交
通
事
故
防
止
の
呼
び

か
け
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
に
お
い
て
小
中
学
生
の
徒
歩
通

学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
通
教
育
専
門
員
に
よ
る
児

童
・
生
徒
の
交
通
安
全
街
頭
指
導

を
行
い
ま
す
。

安心安全ネットワーク立哨活動

　

高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
交
通

事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
、
高
齢

者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

運
転
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
自
動
車
急
発
進
防
止
装
置
を

設
置
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
経
費

の
一
部
を
支
援
す
る
安
全
運
転
支

援
装
置
設
置
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

防
犯
対
策

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
双
葉
警
察
署
、
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
、
防
犯
指
導
隊
等
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
犯
罪
の
防

止
に
取
り
組
み
ま
す
。
犯
罪
に
対

す
る
抑
止
力
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
、
住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
者
に
対
し
経
費
の
一
部
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。
広
野
町
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
、
町
内

に
お
け
る
犯
罪
抑
止
や
災
害
時
の

初
期
対
応
に
よ
り
、
町
民
や
町
外

か
ら
避
難
し
て
い
る
滞
在
者
等
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
・
防
火
対
策

　

防
災
・
防
火
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

活
か
し
、
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら

地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
、
津
波

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
基
づ
く
避
難
所
の
設
営
や

受
付
業
務
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
避
難
補
助
な
ど
を
行
い
、
防
災

体
制
の
連
携
強
化
と
住
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
地
域

住
民
を
迅
速
か
つ
確
実
に
避
難
さ

せ
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
役
場
屋
上
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

情
報
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
の
環
境
整
備
を
図

り
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
と
連

携
し
予
防
消
防
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
世
帯
に
お
い
て
は
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
火
災
予
防
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

津波避難訓練

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

及
び
整
備

　

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管

理
及
び
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
下
水

道
施
設
の
点
検
を
実
施
し
、
道
路

や
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
補
修

に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

り
、安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

危
険
個
所
、
未
改
良
区
間
の
解
消

を
計
画
的
に
実
施
し
、
町
民
の
生

活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
安
心
安

全
な
道
路
網
を
形
成
し
、
有
事
の

際
の
緊
急
車
両
の
通
行
及
び
通
勤

通
学
時
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

『
ひ
と
を
生
か
し
』
に

つ
い
て
の
事
業

農
業

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
農

再
開
11
年
目
と
な
り
ま
す
令
和
５

年
度
に
営
農
を
行
う
農
家
に
対
し

て
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

を
活
用
し
、
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
ま
す
。
本
町
の
中
山
間
地
域

に
お
い
て
は
、高
齢
化
が
進
む
中
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
面
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
育
成
等

に
よ
る
農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ

て
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、

水
源
涵
養
、
洪
水
防
止
、
土
砂
崩

壊
防
止
等
の
多
面
的
機
能
を
継
続

的
、
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
、

多
面
的
機
能
支
払
事
業
及
び
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
農
用
地
等
の
地
域
資

源
の
保
全
管
理
に
必
要
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
福
島
県
営
農
再

開
支
援
事
業
を
活
用
し
、
イ
ノ
シ

シ
等
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

土
地
利
用
型
農
業
の
収
益
向
上
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を
図
る
た
め
、
基
幹
作
物
で
あ
る

主
食
用
米
の
特
別
栽
培
米
や
有
機

栽
培
米
を
促
進
し
、
付
加
価
値
の

高
い
米
の
生
産
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
生
産
農
家
の
収
益
向
上
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

大
豆
、
麦
、
野
菜
な
ど
町
振
興
作

物
の
生
産
に
対
す
る
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
納

税
者
に
、
広
野
産
特
別
栽
培
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
広
野
産
米
で
造
っ
た

日
本
酒
、
広
野
産
無
農
薬
バ
ナ
ナ

「
綺
麗
」
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て

送
付
し
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
魅
力
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
情
報
発
信
を
行
い
、
特
産
品
の

販
売
促
進
や
消
費
拡
大
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
ま

す
。
町
農
産
物
の
価
値
を
伝
え
、

販
売
・
消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

秋
に
は
収
穫
祭
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る
様
々

な
物
産
展
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。

　

担
い
手
農
家
の
経
営
規
模
拡

大
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
が
行
な
え
る
よ
う
、
国
、
県
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
町
内

７
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
を
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
農
業
に
お

け
る
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
等
の
増
加
な
ど
の
人
と

農
地
の
問
題
解
決
を
図
り
、
地
域

農
業
を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
念
頭
と
し
て
、
担

い
手
農
家
へ
効
率
的
な
農
地
の
集

積
・
集
約
を
図
る
た
め
実
質
化
が

図
ら
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

か
ら
法
制
化
さ
れ
た「
地
域
計
画
」

へ
の
移
行
と
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
の
推
進
に
継
続
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
本
町
の
農
業
に
お
け

る
担
い
手
不
足
を
解
消
し
農
業
の

持
続
的
、安
定
的
な
発
展
を
図
り
、

農
業
者
の
確
保
、
育
成
を
目
的
と

し
て
広
野
町
農
業
次
世
代
人
材
育

成
奨
学
金
の
活
用
推
進
及
び
新
規

就
農
者
等
に
対
す
る
経
営
安
定
化

支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

広
野
こ
ど
も
園
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
い
わ
き
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
と
の
積
極
的
な
園
児

や
職
員
の
交
流
な
ど
を
通
し
、
双

方
の
取
り
組
み
や
課
題
を
共
有

し
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
、
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
未
来
を
つ
く
る
町
』
に

つ
い
て
の
事
業

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
よ
り
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
と
表
土
の
流
出
に
伴

い
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
拡
散
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
み
、
折

木
字
大
田
川
外
５
地
区
に
お
い
て

約
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

　

町
の
大
切
な
水
資
源
確
保
の
た

め
に
は
水
源
地
周
辺
の
森
林
整
備

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
森
林
整
備
に
お
け
る
作
業
コ

ス
ト
軽
減
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

及
び
労
働
条
件
の
緩
和
を
図
る
た

め
、
林
業
専
用
道
「
狼
山
・
叶
沢

線
」
の
整
備
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
的
な

活
用
を
図
り
、
地
域
住
民
が
森
林

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
と
児

童
、
生
徒
が
安
全
に
地
域
の
魅
力

を
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
地
場
産
材
を
利
用
し
て
高
倉

山
展
望
台
及
び
遊
歩
道
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

復
興
関
連
事
業

　

復
興
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力

事
故
か
ら
12
年
が
経
過
し
、
第
二

期
復
興
創
生
期
間
に
歩
み
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
広
野
町
復
興
計
画

に
掲
げ
る
基
本
理
念
・
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
復
興
事
業
の
シ
ン

ボ
ル
に
位
置
付
け
て
い
る
広
野
駅

東
側
第
二
期
開
発
地
区
の
宅
地
造

成
事
業
、
広
野
駅
周
辺
整
備
事
業

を
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

住
宅
造
成
事
業
の
実
施
に
お
い

て
は
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の
定

住
、
県
外
都
市
部
等
か
ら
の
移
住

に
重
点
を
置
き
、
土
地
購
入
の
負

担
軽
減
と
な
る
補
助
制
度
の
実

施
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、

就
労
環
境
や
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に

力
を
入
れ
、
移
住
後
の
安
定
的
な

生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

広
野
駅
周
辺
整
備

　

広
野
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

「
広
野
駅
周
辺
整
備
の
基
本
事
項

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ

東
日
本
水
戸
支
社
と
協
議
を
進

め
、
未
来
の
か
け
橋
と
広
野
駅
構

内
こ
線
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
が
完
了
し
、
ス
ロ
ー
プ
や

ホ
ー
ム
の
嵩
上
げ
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
進
み
ま
し
た
。
今
後
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
駅
舎
の
改
修
、
西
口
広
場
の

ロ
ー
タ
リ
ー
化
を
行
い
、
学
生
が

安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

広野駅構内エレベーター

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
推
進

　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
に
掲
げ
る
多
様
な
産
業

を
集
積
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
た
地

域
の
生
業
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、

「
研
究
開
発
」、「
産
業
化
」、「
人

材
育
成
」、「
司
令
塔
」
の
４
つ
の

ふるさと納税
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機
能
を
有
す
る
福
島
国
際
研
究
教

育
機
構
（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
に
お
い

て
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を
整
理

し
、
技
術
の
実
用
化
及
び
具
体
化

を
念
頭
に
本
格
的
な
事
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
専
門
家
を
は
じ
め

知
見
を
有
す
る
人
材
の
配
置
、
経

営
戦
略
の
構
築
、
地
元
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
誘
致
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

魅
力
あ
る
教
育

　

教
育
の
丘
に
は
、
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
や
広
野

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
約

１
０
０
０
人
が
日
々
勉
学
に
励
ん

で
お
り
、
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
に
進
出
す

る
研
究
機
関
が
求
め
る
人
材
育
成

を
念
頭
と
し
て
、
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
よ
り
高
度
な
就
学
の
場
で
あ

る
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
と

連
携
を
深
め
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
日
本

国
際
大
学
、
福
島
高
専
と
の
取
り

組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、
拠
点

と
な
る
研
究
施
設
や
当
地
域
の
復

興
を
支
え
る
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組

み
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
さ
れ
る
大
災
害
を
伴

う
気
候
変
動
か
ら
、
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
長
期
戦
略
と
し
て
、
今
世

紀
後
半
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
を
目
的
と
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

広
野
火
力
発
電
所
が
立
地
す
る

町
と
し
て
、
事
業
者
で
あ
る(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持
続
可
能
な

将
来
像
の
実
現
の
た
め
「
広
野
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、脱
炭
素
技
術
の
開
発
促
進
、

経
済
的
な
合
理
性
、
国
等
の
政
策

と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
、
町
内
の
企
業
や
各
家
庭

に
お
い
て
、
省
エ
ネ
化
や
脱
炭
素

化
を
進
め
る
た
め
、
環
境
省
の
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
先
行
し
て

公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
・
風

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図

り
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急
速
充
填
設
備

の
設
置
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の

社
会
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り

組
み
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

移
住
・
定
住
事
業

　

移
住
・
定
住
事
業
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
二
期
復
興
創
生

期
間
の
終
了
と
な
る
２
０
３
０
年

に
向
け
、「
広
野
町
移
住
定
住
「
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
」促
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
町
内
に
居
住
す
る
住

民
票
の
無
い
方
や
若
者
世
代
・
子

育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

住
宅
開
発
、
各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
メ

デ
ィ
ア
戦
略
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業
の

展
開
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
や
二
地

域
居
住
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
展
開
す
る
に

あ
た
り
、
国
・
県
・
地
方
自
治
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
、
ひ
ろ
ぼ
ー

ク
ラ
ブ
、
東
京
福
島
広
野
会
、
大

学
な
ど
の
高
等
学
術
機
関
、
各
企

業
等
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
皆
様

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築

し
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
情
報

を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
移
住
を

希
望
さ
れ
る
方
々
と
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
き
ず
な
を
深
め
な
が
ら
、

受
入
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図

り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
構
築

　

子
育
て
環
境
の
構
築
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
広
野
町
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保

健
師
、
保
育
士
、
教
育
委
員
会
、

民
生
児
童
委
員
、
こ
ど
も
家
庭
課

職
員
が
密
に
連
携
を
と
り
、
部
署

の
垣
根
を
越
え
た
横
断
的
な
連
携

で
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
問
題

の
早
期
発
見
、
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
妊
婦
・
子
育
て
家

庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、出
産
・

子
育
て
応
援
給
付
金
を
給
付
し
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
度
（
小
学
校
）、
３
年

度
（
中
学
校
）
よ
り
全
面
実
施
さ

れ
て
い
る
現
行
の
学
習
指
導
要
領

お
よ
び
第
二
次
広
野
町
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
展

開
し
、ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・

高
校
と
の
連
携
を
図
り
、
町
立
学

校
独
自
の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
人
権
教
育
の
理

念
を
基
に
し
た
授
業
の
充
実
、
小

学
校
高
学
年
教
科
担
任
制
の
導

入
、
授
業
お
よ
び
家
庭
学
習
に
お

い
て
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、
本
町
の

教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
小
中
連
携
体
制
を
生
か
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
と
学
校
で
組
織

す
る
「
授
業
力
向
上
委
員
会
」
に

お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を

分
析
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
授

業
研
究
会
・
指
導
法
改
善
の
研
修

教育の丘

タブレットを活用した授業
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会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
学

校
司
書
の
配
置
と
図
書
シ
ス
テ
ム

の
導
入
及
び
計
画
的
な
蔵
書
を
図

り
、児
童
生
徒
の
書
籍
へ
の
関
心
、

読
書
へ
の
意
欲
を
高
め
、
読
書
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
す
る
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
を

活
用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、
中

学
校
に
お
い
て
異
文
化
交
流
、
国

際
理
解
や
国
際
協
調
の
学
び
を
目

的
と
し
た
東
日
本
国
際
大
学
と
の

交
流
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
イ
）

並
び
に
小
中
学
校
児
童
生
徒
合
同

で
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異

文
化
交
流
宿
泊
体
験
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び

の
創
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学

校
に
お
い
て
、
地
域
の
人
的
・
物

的
資
源
を
活
用
し
、
映
像
制
作
を

通
し
て
「
ふ
る
さ
と
広
野
町
」
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統
と
文
化

を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
広
野
町

の
未
来
と
地
域
の
復
興
に
貢
献

で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
造

学
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
３

年
度
に
作
成
し
た
地
域
学
習
用
副

読
本
（
小
学
生
向
け
）
を
契
機
と

し
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を

活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

事
象
や
歴
史
的
背
景
等
を
学
ぶ
環

境
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
立

学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
実
践
し
、
学
校
と
家
庭
、
地

域
が
共
に
意
見
を
出
し
合
う
学
校

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

　

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
な

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
対
し
「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」
を
作
成
し
、
専
門
機
関
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
支
援
員

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
個
に
応

じ
た
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

支
援
に
関
し
て
の
校
種
間
で
の
連

携
を
図
り
、「
個
別
の
教
育
支
援

計
画
」
の
も
と
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
、
事
業
者
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
互
い
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
現
在
の
環
境
を
守
り
、
よ

り
良
い
環
境
を
創
る
た
め
の
方
向

性
を
示
す
環
境
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
施
策
の
進
め
方
を
定
め
た
行

動
計
画
で
あ
る
環
境
基
本
計
画
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。
家
庭
ご
み

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
町

民
へ
の
広
報
等
に
よ
る
マ
ナ
ー
の

周
知
を
行
い
、
環
境
美
化
推
進
員

の
見
回
り
と
広
野
町
安
心
・
安
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て
、

関
連
事
業
所
等
へ
の
注
意
喚
起
に

取
り
組
み
ま
す
。

除
染
対
策

　

除
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
放
射
線
か
ら
の
不
安
払
拭

並
び
に
生
活
圏
に
お
け
る
放
射
線

の
一
般
家
屋
及
び
公
共
施
設
の
敷

地
に
お
け
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
町

民
の
放
射
能
に
よ
る
食
品
に
対
す

る
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

公
民
館
に
お
い
て
自
家
消
費
野
菜

の
放
射
能
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
民
等
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
さ
せ
、
需
要
を
喚
起
す

る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
、
避
難
し
て
い
る
町
民
の
帰

還
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
町
民
、
商
工
会
加

盟
店
及
び
町
に
法
人
登
録
し
て
い

る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
を

販
売
対
象
者
と
し
て
事
業
効
果
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業

　

公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
捉
え
、
多
様
化

す
る
社
会
の
学
び
の
場
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」、「
ひ
ろ

の
元
気
教
室
」、「
各
種
文
化
教

室
」、「
五
社
山
登
山
」、「
集
団
対

抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」、「
文
化

展
」、「
生
涯
学
習
発
表
会
」、「
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

等
の
文
化
活
動
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
し
、
地
域
間
及
び
世
代

間
の
交
流
促
進
、
交
流
人
口
の
拡

大
、
復
興
状
況
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の
未
来

館
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
づ

く
り
の
基
盤
、
多
く
の
恵
み
を
も

た
ら
す
社
会
の
財
産
と
し
て
、
多

く
の
人
が
集
う
交
流
の
場
と
な

り
、
町
民
が
歴
史
を
は
じ
め
多
く

の
文
化
に
触
れ
、
受
け
継
ぎ
、
創

造
し
、
発
信
す
る
施
設
と
な
る
よ

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
企
画
展
等

に
よ
る
学
習
の
場
の
提
供
な
ど
、

「
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

ふるさと創生大学

　

震
災
か
ら
の
避
難
等
に
よ
り
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も

大
き
く
変
化
し
、
次
代
を
担
う
青

少
年
が
地
域
の
中
で
、
心
身
と
も

に
健
康
で
社
会
に
参
画
で
き
る
よ

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
民
総

ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

プレミアム付商品券販売会
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令
和
５
年
度 

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
に
必
要
な
令
和
５
年
度
の

当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別予算の状況
予　　算　　額 対前年度増減率（％）

一　　般　　会　　計 52億9299万2000円 ▲�12.2

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 8億315万6000円 ▲�1.0

土 地 開 発 事 業 8068万4000円 ▲�86.3

公共下水道事業 1億8861万5000円 ▲�15.0

農業集落排水事業 3548万2000円 ▲�15.2

介 護 保 険 6億6602万4000円 8.4

後期高齢者医療 2473万3000円 23.2

小　　　　　　 計 17億9869万4000円 ▲�21.7

合　　　計 70億9168万6000円 ▲�14.8

歳入合計
52億9299万2千円

町税
33億6828万7千円

63.6%

譲与税等
4億7791万2千円
9.1%

国庫支出金
5億4169万4千円

10.2%

県支出金
6億2493万4千円

11.8%

繰入金
6717万5千円
1.3%

使用料・諸収入等
2億1298万9千円
4.0%

町債 1千円
 0%

歳入

町民１人に
使われるお金

歳出合計金額
52億9299万2千円を

令和５年２月末日現在の
住民基本台帳人口

4,658人で割った数字で
算出しています。

衛 生 費 民 生 費 総 務 費 歳　出　総　額
保健衛生、ごみの
清掃、し尿処理な
ど

社会福祉や生活扶
助など

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など

81,250円 188,285円 329,490円 1,136,323円
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＊
総
務
課

・
町
民
号
運
行
事
業

＊
町
民
税
務
課

・
申
請
書
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業

＊
復
興
企
画
課

・
二
ツ
沼
総
合
公
園
整
備
事
業

・
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
事
業

・
心
の
復
興
支
援
事
業

・
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

・「
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
」
運
営
事
業

・
駅
東
側
第
２
期
開
発
住
宅
用
地
取

得
支
援
事
業

・
移
住
・
定
住
促
進
事
業

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
事
業

・
津
波
被
災
者
等
住
宅
再
建
支
援
事

業
＊
健
康
福
祉
課

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

・
健
康
づ
く
り
啓
発
普
及
事
業

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

＊
こ
ど
も
家
庭
課

・
言
葉
の
教
育
事
業

・
学
校
法
人
昌
平
黌
と
の
交
流
事
業

・
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

・
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
給
付

事
業

・
小
児
用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
助
成
事
業

＊
環
境
防
災
課

・
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

＊
産
業
振
興
課

・
林
業
専
用
道
整
備
事
業

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

・
広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典
事
業

・
福
島
県
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事

業
・
広
野
町
魅
力
向
上
発
信
事
業

・
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
（
高
倉
山

展
望
台
等
整
備
事
業
）

・
広
野
町
農
業
担
い
手
確
保
支
援
事

業
＊
建
設
課

・
道
路
維
持
補
修
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
北
釜
・
大

谷
地
原
線
ほ
か
）

・
橋
梁
維
持
事
業

・
橋
梁
整
備
事
業

・
復
興
道
路
整
備
事
業

＊
学
校
教
育
課

・
学
校
図
書
館
の
充
実
と
読
書
活
動

の
推
進

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
事

業
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

・
ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
町
営
学
習
塾
（
広
野
中
学
校
学
習

支
援
）
事
業

・
学
校
給
食
無
償
化
事
業

＊
生
涯
学
習
課

・
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
事
業

・
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
業

重　
点　
事　
業

歳出合計

52億9299万2千円

総務費
15億3476万5千円

29.0%

民生費
8億7703万円

16.6%

衛生費
3億7846万2千円
7.2%

農林水産業費
5億8958万9千円 11.1%

商工費
1億6557万8千円
3.1%

土木費
6億9616万5千円

13.2%

消防費
2億6590万4千円 5.0%

教育費
5億482万9千円 9.5%

公債費 1億8822万5千円 3.6% その他議会費等
9244万5千円
1.7% 歳出

その他議会費など 公 債 費 教 育 費 消 防 費 土 木 費 商 工 費 農林水産業費
議会運営・災害復
旧など

起債償還など 教育・文化・スポー
ツ施設の充実など

消防・水防・防災
対策など

道路・橋・町営住
宅の建設、維持管
理など

商工業振興や観光
振興など

農業・林業・水産
業の振興など

19,847円 40,409円 108,379円 57,085円 149,456円 35,547円 126,576円
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令和５年度における町税の課税情報

令和５年度における町税の課税情報を下記のとおりお知らせします。
納期限内に忘れずに納めるようにしましょう。

■軽自動車税
　納税通知書は、４月25日に発送予定です。納期限は、５月31日です。
　軽自動車税の賦課期日は従来どおり４月１日です。毎年４月１日現在で登録されている軽自動車の所
有者に対して、軽自動車税が課税されます。

◎軽自動車（４輪および３輪）
　平成27年４月１日以後に最初の新規検査をされる車は、税率欄の「②（標準税率）」、平成29年４月
１日以後の賦課期日（毎年４月１日）現在に、最初の新規検査から13年を経過する車両※は、税率欄の「③
（重課税率）」が適用されます。令和５年度は、最初の新規検査年月が平成22年３月以前の車両が重課税
率の対象になります。また、平成27年３月31日以前に最初の新規検査をした車両は、13年を経過する
までは、税率欄の「①（旧税率）」のとおりとなります。

種　　　別
税率（年額）

①旧税率 ②標準税率 ③重課税率

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨　物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円
※�動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の
軽自動車および被けん引車を除きます。

■固定資産税
　納税通知書は、４月14日に発送予定です。
　家屋における原子力災害による軽減率については、引き続き継続しますが、り災証明書の被害の程度
が半壊以上の家屋で、既に修繕を行っている家屋については、昨年に引き続き、修繕率に応じて軽減率
が変更となります。また、住宅を新築した場合、その住宅の住居として用いられている部分（居住部分）
の床面積が120㎡までのものは全部、120㎡を超えるものは120㎡分に相当する税額が、一定期間１／
２に減額されます。
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■町県民税
　普通徴収の納税通知書は、６月15日に発送予定です。
　なお、給与特別徴収の納税通知書は、５月15日に発送予定です。

■国民健康保険税
　納税通知書は、７月14日に発送予定です。
　令和５年度以降の減免措置の取扱いは以下のとおりとなります。
　令和５年度…基準総所得金額などが600万円以下の世帯について、１/２減免
　令和６年度以降…減免終了

■税務証明について
　令和５年度の固定資産評価証明については、４月３日から発行が可能となります。また、令和５年度
の所得証明および課税証明については、町県民税が特別徴収となっている方は５月15日から、それ以外
の方は６月15日から発行が可能となります。

■令和５年度の納付について
　口座振替については再振替ができないことから振替前日までに口座残高のご確認をお願いします。
　納税貯蓄組合に加入されている方は、各組合長に納付書を送付しています。
　令和５年度から、ｅＬ－ＱＲコードがある納付書の場合、全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関
などで納付することができます。また、ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ることで、クレジッ
トカード、ペイアプリ、口座振替（ダイレクト方式）などでの納付も可能です。

■土地・家屋価格など縦覧制度の閲覧について
　令和５年度固定資産税の納税者の方は、「土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧できます。
日　　時：令和５年４月１日（土）〜５月１日（月）　午前８時30分〜午後５時15分（土日祝日を除く）
場　　所：広野町役場町民税務課
必要書類：身分証明書・固定資産税納税通知書など
　　　　　代理の場合は委任状
そ の 他：同帳簿には、所有者の情報は記載していません。
　　　　　また、同帳簿の写しの交付は行いません。

【町税などの納期】
税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

町・県民税 １期
６/30

２期
８/31

３期
10/31

４期
12/25

固定資産税 １期
５/１

２期
７/31

３期
10/２

４期
11/30

軽自動車税 全期
５/31

国民健康
保険税

１期
７/31

２期
８/31

３期
10/２
４期
10/31

５期
11/30

６期
12/25

７期
１/31

８期
２/29

９期
４/１

問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160
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Information　環境防災課

事業所の方へ　事業所から出るごみは、
各地区のごみステーションには出せません！

（※事業者とは、工場、事務所、商店、飲食店などの
営利を目的としたものだけでなく、病院、社会福祉施
設、官公庁、教育施設、NPO法人、宗教法人なども
事業者に該当します。）
　各地区のごみステーションに出せるのは、家庭ごみ
だけです。
　事業所から出るごみは、各地区のごみステーション
には出せません。

　家庭ごみのステーションに事業系ごみを排出し
た場合、不法投棄にあたります。
　不法投棄は廃棄物処理法違反として５年以下の
懲役若しくは、1,000万円以下（法人の場合は
３億円以下）の罰金または併科に処せられる場合
があります。

問 �広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

Information　広野町教育委員会学校教育課

令和５年度広野町奨学資金貸与事業のご案内
■奨学資金の額　月額10万円以内
■貸与を受ける人の資格
　・�専修学校専門課程、短期大学、大学（大学院を除

く）に在学していること。
　・�大学などに合格した際、広野町に引き続き１年以

上住所を有していること。
　・�他の奨学資金の貸与または給与を受けていないこ

と。
　・経済的理由により、修学が困難と認められること。

■申請方法
　�奨学生願書により広野町教育委員会学校教育課にお
申し込みください。

　�願書は学校教育課でお渡しします。
■受付期限
　�令和５年５月８日（月）まで　※土日祝日を除く

問 �広野町　教育委員会学校教育課
☎0240ｰ27ｰ4166

Information　広野町教育委員会学校教育課

令和５年度育英奨学資金給与事業のご案内
■給与額　　
　月額5,000円
■貸与を受ける人の資格
　・�広野町に住所を有する人で、高等学校に在学し、

能力があるにもかかわらず、経済的理由により就
学困難と認められること。

　・�他の奨学資金の貸与または給与を受けていないこ
と。

■申請方法
　�奨学生願書により広野町教育委員会学校教育課にお
申し込みください。

　願書は学校教育課でお渡しします。
■受付期限
　令和５年５月８日（月）まで　※土日祝日を除く
問 �広野町　教育委員会学校教育課

☎0240ｰ27ｰ4166

広野町ホームページで情報を
いち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの
話題」、「イベント」などの情報をいち
早くお伝えしています。ぜひご確認く
ださい。

「広野町」を検索

ひろのどこでもe-Booksを
ご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」
や「広野町ガイドブック」、「議会だよ
り」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることが
できます。

「ひろのどこでも
e-Books」を検索
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Information　復興庁福島国際研究教育機構室

４月15日（土）、福島国際研究教育機構（F-REI）
設立記念シンポジウムが開催されます
　４月15日（土）に福島国際研究教育機構（F-REI）
設立記念シンポジウムが開催されます。国内外の著名
人によるメッセージ・講演や、地元企業や学生の方々
によるスピーチ・トークセッションなどを予定してい
ます。皆様のご参加をお待ちしております。
■日　時　４月15日（土）　午後１時〜午後５時
■ところ　いわき市ワシントンホテル
　　　　　※別途オンライン配信を実施予定

■申し込み方法�
　今後ホームページなどでお知らせします
■申込期間・期限
　今後ホームページなどでお知らせします

問 �復興庁福島国際研究教育機構室（仮）
☎03ｰ6328ｰ0264

Information　健康福祉課

原子力災害被災地域における医療・介護保険料など
減免措置に係る令和５年度以降の取扱いについて
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
福島第一原子力発電所事故に伴う医療・介護保険など
の一部負担金や保険料（税）の免除措置について、一
定以上所得者を除き継続されております。
　減免措置の見直しについては、令和３年３月９日に
閣議決定された「「第２期復興・創生期間」以降にお
ける東日本大震災からの復興の基本方針」において、
「被保険者間の公平性などの観点から、避難指示解除
の状況も踏まえ、適切な周知期間を設けつつ、激変緩
和措置を講じながら、適切に見直しを行う」こととさ
れております。
　この閣議決定を踏まえた国からの令和４年４月８日
付け通知に基づき、令和５年度以降の取扱いは右記の
とおりとなります。

■�平成23年３月11日時点で広野町に住民票があった
方（または世帯）（※）

※平成26年度までに避難指示などが解除された地域
・�国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の保険料（税）
　　　令和４年度まで・・・全額減免
　　　令和５年度　　・・・１／２減免
　　　令和６年度以降・・・減免終了
・�国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の一部負

担金（利用者負担）
　　令和７年２月末まで　・・・免除継続
　　令和７年３月１日以降・・・免除終了
　�　平成23年３月11日時点で平成27年度以降に避
難指示などが解除された地域に住民票があった方
は、減免措置の終了時期が上記以降となります。詳
しくは、平成23年３月11日時点で住民票のあった
自治体へお問合せください。

問 �広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　産業振興課

農家の皆さんへ
　農作業においてトラクターなどを使用し公道へ出て走行する際には、
泥などを落としてから走行するようお願い申し上げます。
　公道はきれいに使用しましょう。
問 �広野町　産業振興課　☎0240ｰ27ｰ4163
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Information　環境防災課

令和５年度狂犬病予防集合注射の日程
　令和５年度狂犬病予防集合注射を下記のとおり実施
します。お近くの会場へお越しください。�
※�動物病院などで接種をされた方は、注射済証明書が
発行されますので、広野町役場に持参していただき　
狂犬病予防注射済票と交換してください。(注射済票
交付手数料　550円)�

■実施日時および場所�
５月26日(金)

時　　　間 場　　　所
９：30〜９：45 東禅寺下空き地
９：50〜10：05 正木内地区集会所
10：10〜10：25 折木地区集会所
10：30〜10：40 北沢停留所付近三叉路
10：45〜10：55 南沢地区集会所
11：00〜11：15 亀ヶ崎地区集会所
11：20〜11：30 東下地区集会所
13：00〜13：15 役場前駐車場
13：20〜13：30 浜田地区集会所
13：35〜13：50 下北迫地区集会所
13：55〜14：10 二ツ沼総合公園南駐車場

14：15〜14：30 広洋台２丁目地内
（調整池隣）

14：35〜14：45 上北迫地区集会所
14：50〜15：00 田の神地区集会所
15：05〜15：15 二本椚地区集会所

５月27日(土)
時　　　間 場　　　所

９：30〜９：45 築地ヶ丘公園前
９：50〜10：00 下浅見川地区集会所
10：05〜10：15 桜田地区（㈱金村組付近）
10：20〜10：25 大谷内消防屯所
10：30〜10：40 長畑地区集会所
10：55〜11：10 小松地区集会所
13：00〜14：30 役場前駐車場

■費用   
　○登録と注射の場合 6,250円
　　《内訳》　畜犬登録手数料� 3,000円
　　　　　　狂犬病予防注射代� 2,700円
　　　　　　注射済票手数料� 550円
　○注射のみの場合 3,250円
　　《内訳》　狂犬病予防注射代� 2,700円
　　　　　　注射済票手数料� 　550円
　○注射済票交付のみの場合 　550円
　　(動物病院などで注射済みの場合)� �
�
■その他
○狂犬病予防注射の対象となる犬は、生後91日以
上の犬です。

○狂犬病予防法で「犬の所有者は、その犬について
狂犬病の予防注射を毎年１回受けさせなければな
らない。」と規定されています。今年度、動物病
院で接種済の犬は対象外となります。

○登録済みの犬で、今年度の対象犬については５月
上旬までにハガキで個別通知をしますので、記載
事項に誤りが無いかを確認し、注射実施日には忘
れずハガキを持参してください。

○状況により、実施時間が前後する場合があります
ので、ご了承ください。

○当日は大変混み合い犬同士のけんかもありますの
で、犬を連れてきたら所定の場所で一時待機して
ください。

　役場職員が手続きをしに飼い主のところに行きま
す。

問 �広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

・犬も猫も大切な家族の一員です。愛情と責任を持って飼いましょう。
・不幸な子犬や子猫を増やさないために、不妊・去勢手術を受けさせましょう。
・猫の「室内飼い」をすすめています。交通事故や病気から守りましょう。
・飼い犬の放し飼いをやめましょう。人に噛みついたり、事故に遭うかもしれません。
・きちんとしつけをしましょう。犬の苦情、咬傷(こうしょう)事故は飼い主の責任です。
・�飼い犬のふんの後始末をしっかりしましょう。散歩の際にはビニール袋を持参する
　など責任をもって持ち帰りましょう。

ペットを飼っている方へのお知らせ

出来るだけ
お釣りのないよう

ご協力お願いします。
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Information　町民税務課

eL-QR（地方税統一QRコード）を活用した納税について
　令和５年４月からeL-QR（地方税統一QRコード）
を活用した納税が始まります。
　地方税の納付書に統一規格のeL-QR（地方税統一
QRコード）を付す取り扱いが開始され、広野町が作
成する町税納付書にもeL-QRが印字されます。
　eL-QRが印字された納付書では、全国の金融機関
窓口、地方税お支払いサイトを利用したMPN（マル
チペイントネットワーク）、クレジットカード払い、
スマートフォン決済アプリでの納税が可能になります。
■利用対象の税目
　�個人町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康
保険税

■利用可能な納税方法
　利用可能な納税方法は、次のとおりです。
■金融機関など
　�令和５年４月からeL-QR(地方税統一QRコード)
に対応する全国の金融機関などで納税が可能となり
ます。対応する金融機関などについては、地方税共
同機構ホームページに掲載予定です。

■地方税お支払いサイト
　� 令和５年４月から地方税共同機構が提供するWeb
システム「地方税お支払いサイト」によるMPN（マ
ルチペイントネットワーク）およびクレジットカー
ド払いが可能になります。�

地方税お支払いサイト→
　https://www.payment.
　eltax.lta.go.jp/pbuser

■スマートフォン決済アプリ
　�令和５年４月から対応するスマートフォン決済アプ
リにより、eL-QR（地方税統一QRコード）を読
み取ることで納税が可能となります。

　�対応するスマートフォン決済アプリについては、「地
方税お支払いサイト」の関連サービスに順次掲載予
定です。

　
問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

Information　町民税務課

固定資産税は５月１日が納期限です
　固定資産税（１期）の納期限は、次のとおりです。
■納 期 限　令和５年５月１日（月）
■納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　　⑨コンビニエンスストア
■口座振替日　あぶくま信用金庫
　　　　　　　令和５年５月１日（月）
　　　　　　　その他の金融機関
　　　　　　　令和５年４月27日（木）
　　　　　　　※�口座振替については、振替日前に口

座残高のご確認をお願いします。
問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
就職相談
　「自分に合う仕事ってなんだろう」「就職活動って何
から始めたらいいの？」「どうしたら採用されるかな？」
「自分のアピールポイントを見つけたい！」
　こんなお悩みを相談員とひとつひとつ解決していき
ませんか。
　就職への一歩を一緒に踏み出しましょう！あなたの
『働きたい』をサポートします！

■電　　話　フリーダイヤル　☎0120ｰ810ｰ650
■受付時間　平日　午前９時〜正午、
　　　　　　午後１時〜午後４時30分
■メ ー ル
　�ホームページ�（https://fkkoyou.net/）
　の専用フォームから24時間受付中
■窓　　口
　※予約制（フリーダイヤルにお問合せください）

はたらっこ働きたいネット � 検索
問 �福島広域雇用促進支援協議会�広野窓口（広野町役場産業振興課内）
☎0240ｰ23ｰ5586��0240ｰ23ｰ5587
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～マイナンバーカードをお持ちの方へ～
スマートフォンやＰＣで自宅から各種申請が行えます

児童手当に関する手続き（10項目）
①受給資格および児童手当の額についての認定請求
②額の改定の請求および届出
③氏名変更／住所変更などの届出
④受給事由消滅の届出
⑤児童手当などに係る寄附の申出
⑥児童手当に係る寄附変更などの申出
⑦未支払の児童手当などの請求
⑧児童手当などの現況届
⑨�受給資格者の申出による学校給食費などの徴収
などの申出

⑩�受給資格者の申出による学校給食費などの徴収
などの変更などの申出

問 �広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115

保育などに関する手続き（５項目）
①支給認定の申請
②保育施設などの利用申込
③保育施設などの現況届
④�妊娠の届出
⑤児童扶養手当の現況届の事前送信
問 �広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115

介護に関する手続き（11項目）
①要介護・要支援認定の申請
②要介護・要支援認定の更新申請
③要介護・要支援認定の状態区分変更認定の申請
④�居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依
頼の届出

⑤介護保険負担割合証の再交付申請
⑥被保険者証の再交付申請
⑦高額介護（予防）サービス費の支給申請
⑧介護保険負担限度額認定申請
⑨居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
⑩居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
⑪住所移転後の要介護・要支援認定申請
問 �広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

被災者支援に関する手続き（１項目）
①�罹災証明書の発行申請
問 �広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

転入・転出に関する手続き（１項目）
①�転出届・転入予約
※令和５年２月６日よりサービス開始しています。
問 �広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

申請手続き
　各種申請はwebサイトまたはスマートフォン
アプリ「マイナポータル（ぴったりサービス）」
から行うことができます。
　詳しくはマイナポータルwebサイトなどをご
覧ください。

マイナポータルwebサイト

申請に必要なもの
■�スマートフォン、PCなどのマイナポータルに
アクセスできる端末

　�（PCから申請を行う場合には、スマホやICカー
ドリーダーなど、マイナンバーカードを読み取
ることができる機器が別途必要となります。）

■マイナンバーカード
※�申請の内容によっては、添付書類のPDFファイ
ルや画像データなどの提出が必要な場合がありま
す。

　令和５年３月27日より、マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルにて以下の申請がご自
宅でもできるようになります。対象となる手続きは順次追加予定です。

ぴったりサービス 検索
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令和５年度広野町健康診査･各種検診のご案内
検�診�項�目 対　象　者 検診内容など 検診時期、場所 事 前 申 込

特 定 健 康 診 査
（ 広 野 町 国 保 ）

40〜74歳の
広野町国保加入者

身体計測
血圧測定
尿検査
血液検査
心電図検査
眼底検査

総合検診
(７/４〜７/８、

８/27)

不　要

特 定 健 康 診 査
(広野町国保以外）

40〜74歳の
社会保険被扶養者
(�社会保険加入者本人の特定
健診については、職場にお
問い合わせください）

健 康 診 査 後期高齢者医療保険加入者
など（75歳以上の方など）

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法）

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部レントゲン
検査結 核 検 診 65歳以上

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査

喀 痰 検 査 50歳以上で喫煙指数が
600以上の方 痰の検査

肝炎ウイルス検査 40歳以上で未検査の方 血液検査

骨 粗 鬆 症 検 査 40歳以上の女性 足骨密度測定

胃 が ん 検 診
（どちらか一方）

40歳以上 バリウム検査

50歳以上　隔年
（年度末年齢が偶数の方）　

胃カメラ
（自己負担有り）

指定医療機関
（10〜11月）

後日お知らせ
します。 

乳 が ん 検 診

30歳代の女性　　隔年
年度末年齢が偶数の方 エコー

保健センター
40歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 マンモグラフィ

子宮頸がん検診 20歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 細胞診

保健センター
または
指定医療機関

※乳がん、子宮がん検診については前年度の受診歴のない方も対象になります。
※県外での受診を希望される方は、保健センターまでご連絡ください。

�問��広野町保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040　〒979ｰ0408　双葉郡広野町中央台一丁目７番地
広野町役場　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113　〒979ｰ0402　双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
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広野町における
休診日など医療体制整備事業の廃止について
　町は、平成29年６月から二次医療圏の後方支援、
町民などの救急医療体制の充実および医療受診体制の
拡充を図るため、町内にある病院および診療所の協力
により、救急患者受入支援事業および休診日など医療
体制整備事業を開始しました。
　平成30年４月にふたば医療センター附属病院が富
岡町に開院し、救急医療体制が整備され、休診日にお
ける急性期の患者については、ふたば医療センター附
属病院において、受診が可能になりました。
　また、医療圏であるいわき市休日当番医療機関にお
いても受診が可能な状況であることから、休診日など
医療体制整備事業は令和４年度をもちまして終了させ
ていただきます。ご理解のほど、よろしくお願いいた
します。

　ご協力いただきました医療機関の方々には、心より
感謝申し上げます。

■ふたば医療センター附属病院
24時間365日対応しています。
休日夜間など地域の医療機関が開院していない時の
受診が可能です。
☎0240ｰ23ｰ5090

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

令和５年度 元気アップ教室のご案内
　保健センターにて、Ｊヴィレッジのインストラク
ターによる運動教室を開催します。
　運動不足を感じている方は、ぜひご参加ください。

■実施期間　令和５年５月〜令和６年３月
　　　　　　月２・３回（火曜日の午後）
　　　　　　※�詳しい日程は保健センターにお問い合

わせください。
■場　　所　広野町保健センター
■人　　数　定員15名

■申込み先　広野町保健センター
■申込締切　４月28日（金）

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

♥ 心の相談会 ♥

　さまざまな心の問題についてお困りの方、
またその家族の方を対象に、臨床心理士によ
る「心の相談会」を実施しています。自分ひ
とりで悩まず、お気軽にご相談ください。
　２日前までにご予約ください。
日時：令和５年４月26日（水）
　　　午前10時～正午
場所：広野町　保健センター
問 ☎0240ｰ27ｰ3040

　町民の皆さまを対象に、内部被ばく検査を実
施しています。
　検査を希望される場合は、ご予約が必要です。
　事前に保健センターへお申込みください。

問 �広野町��保健センター��☎0240ｰ27ｰ3040

内部被ばく検査のご案内
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エネルギー　41kcal　　塩分　0.6ｇ

エネルギー　294kcal　　塩分　2.0ｇ

● 材料（４人分）
サバの水煮缶…60ｇ
ニラ…１束
人参…50ｇ　　　　　　
しょうゆ…小さじ２
酢…小さじ２　　

● 材料（４人分）
冷凍エビシュウマイ
 …12個
厚揚げ…300ｇ
大根…150ｇ
ミニトマト…８個　　
豆苗…50ｇ
ハーフベーコン…８枚
昆布…５㎝
水…900㎖　　

【Ａ】
和風だしの素
 …大さじ１
しょうゆ…大さじ１
酒…大さじ１

● 材料（４人分）
生姜…15ｇ
小ねぎ…２本
米…1.3合
酒…大さじ１
和風だしの素
　　…小さじ１　　　　　

● 作り方
①ニラは３㎝の長さ、人参は千切りにする。
②鍋に湯を沸かし、人参を１分程度茹でた

ら、ニラを加えて火を止める。ひと混ぜし
たらザルにあげて水気を切る。

③ボールにしょうゆと酢を混ぜ、②と鯖水煮
缶（汁は使わない）を加え混ぜ合わせる。

● 作り方
①鍋に水と昆布を入れて、30分程浸す。
②大根は厚めに皮を剥き、２㎝厚さの半月切

りにする。耐熱容器にラップをし、電子レ
ンジ（500ｗ）で５分程加熱する。厚揚げは
キッチンペーパーで油をふき取り三角形
に切る。

③豆苗は根元を切り、５㎝に切り、ベーコン
で巻き、爪楊枝でとめる。

④①の鍋にＡの調味料と大根を入れ、フタを
して強火にかけ沸騰したら中火にする。
20分程煮たら、厚揚げを入れ10分程煮る。
③の豆苗ベーコン巻きとエビシュウマイ、
ミニトマトを加えて、２分程煮たら火を止
める。

● 作り方
①生姜は千切り、小ねぎは小口切りにする。
②炊飯器に研いだ米を入れ酒を加え、1.3合

の目盛りまで水を入れる。①の生姜を加え
て軽く混ぜ合わせ普通に炊く。

③炊きあがったら、和風だしの素を加えて混
ぜ合わせ、器に盛りつけ、小ねぎをのせる。

簡単で生姜の風味やほのかな辛味が美味しいご飯。
身体が温まります。

大根を電子レンジで下処理すると早く味がしみます。大根の汁も一緒に煮ると
汁の味に深みが出ます。冷凍シュウマイはスープや鍋の具材としても使えます。

ひとこと

ひとこと

手軽に青魚と野菜が摂れるヘルシーレシピ。
酢醤油で味付けをすることでサバもさっぱりいただけます。

ひとこと

エネルギー　192kcal　　塩分　0.3ｇ

食改さん食改さんののおすすめレシピおすすめレシピ vol.13

ニラの鯖缶和え

うまだしおでん

生姜ご飯

毎月19日は「食育の日」毎月17日は「減塩の日」



保健センタートレーニングルーム利用のご案内
●時　間　月～金曜日　午前９時～午後５時（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　火曜日と木曜日のみ、午後８時まで利用可
●対　象　広野町民　　●料　金　無料
●持ち物　室内運動靴、タオル、飲み物（保健センター内に自動販売機はありません）
●注　意　�新型コロナ感染症対策のため、利用人数を制限させていただくことがあります。
　　　　　雨天の場合は事前に電話でご確認ください。
　　　　　なお、新型コロナウイルスの感染状況によっては利用を中止する場合があります。
問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

うちトレ
おうち

でトレ
ーニン

グ
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　みなさんこんにちは(^^♪　今回は首・肩回りのストレッチ・トレーニングのご紹介です。スマート
フォンやタブレットなどを見たり操作したりする機会が増えている現代では首や肩のこりがひどくな
りがちです。姿勢が悪いと筋肉に負担がかかり固まってしまい、体調不良の原因にもなります。その
場でお手軽にできるストレッチ・トレーニングになりますので是非やってみてください!!

首・肩周りの
ストレッチ・トレーニング編

写真３

写真２

写真１①首・肩のストレッチ
【やり方】
１．写真１のように椅子に深く腰掛け、手を腰のあたりに当てます。
２．写真２のように手で頭をつかみ、斜め後ろにゆっくり引っ張ります。
３．10秒程度キープします。
４．左右交互に５回程度繰り返します。

【ポイント】
・反動は付けずにゆっくり行いましょう。
・力をいれすぎずに優しく行いましょう。

②肩のトレーニング
【やり方】
１．足を肩幅に開いて立ちます。
２．写真３のように両手の指同士を胸の前で組みます。
３．指が離れないように外側に引っ張り合います。
４．10秒程度キープします。

【ポイント】
・胸を張ってよい姿勢で行いましょう。
・引っ張る力加減によって強度が変わります。無理のない範囲で行いま
しょう。

※１セット10回程度で行い、慣れてきたらセット数を増やしていきましょ
う。



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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寄贈本について
　今回（令和５年２月１日～２月28日）は
５名の方に寄贈頂きました。
登録２冊／リサイクル０冊・合計２冊
ありがとうございました。

本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本のリクエストを受け付
けております。
　また、ご家庭で不要となった本をリサイクル図書
等として活用しております。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。
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新着図書紹介
・ミツさんの宝物／天野来恵
・健康365　２月号／H&I
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
問 �広野町俳句会　☎090ｰ7063ｰ1676

My First Spring in Japan
   A few days from now, spring will begin. It is 
a time where flowers bloom, bees sing, and  
butterflies play. Indeed, spring is a colorful 
and wonderful season. It is a perfect time to 
be hopeful. Let's remember to go outside and enjoy spring!  
　According to American actor and comedian Robin Williams,“Spring is 
nature's way of saying, “let's party!”  Japan's spring is the only season I 
have yet to experience. So, I'm very excited. I'm excited to see “sakura” 
in real life.  I think that spring will be my favorite season in Japan. 
One of the most famous spring event in Japan is hanami  or “cherry 
blossom viewing” in English. I want to know where is the best place in 
Fukushima to see cherry blossoms at night. 
　Also, I learned that Fukushima City is one of the top 10 best places to 
visit during spring in Japan. Fukushima City's Hanamiyama Park is called 
a “utopia” and is a premier tourist destination. I want to visit this perfect 
place and enjoy the spring air.    
　We are still in March, which is time to celebrate success and 
milestones. It is a great time to bond with family and friends. Just like 
seasons, the end of the school year means that we will soon begin a 
new school year. So, let's prepare for the future!
　Now, I'd like to congratulate all the students of Hirono-machi. You did 
a great job this year! Please, remember to think ahead and take good 
care of yourselves!  Also, please keep persevering to reach your dreams! 
　Also, remember what Winnie the Pooh said,“Promise me you'll 
always remember you're braver than you believe, you are stronger than 
you seem, and smarter than you think”. 

Felicitations!

初めて体験する日本の春初めて体験する日本の春
　もう少しで春です。花が咲き、みつばちが歌い、
ちょうちょが遊ぶ季節です。まさに、春は彩り豊かで
素敵な季節です。希望に満ちた絶好の時期です。忘
れずに外に出て春を楽しみましょう！
　アメリカの俳優でコメディアンのロビン・ウィリア
ムズによると、「春は「パーティーしよう！」との自然の
お告げ。」であるそうです。日本の春は、私がまだ経験
していない唯一の季節です。だから、私はとてもわく
わくしています。「さくら」を生で見られるのが楽しみ
です。春は日本で一番好きな季節になると思います。
　日本で最も有名な春のイベントの１つは、花見（英
語で「桜の花を見ること」）です。福島で、夜桜が一番
綺麗に見える場所を知りたいです。
　また、福島市は日本の春に訪れるべきベスト１０の
場所の１つであることも知りました。福島市の花見山
公園は「ユートピア」と呼ばれる一大観光地。春の風
を感じながら、この絶好の場所を訪れてみたいもの
です。
　まだ３月ですが、今までの功績と道標を祝う時期で
す。家族や友人との絆を深める絶好の機会です。季
節と同じように、学年が終わるとすぐに新しい学年が
始まります。ですから、未来に備えましょう！
　ところで、広野町の児童生徒の皆さん、おめでとう
ございます。皆さんは今年大変よく頑張りました！ど
うぞ、前向きに考えて、自分を大切にしてください！ま
た、夢に向かって頑張ってください！
　最後に、くまのプーさんの一コマから、忘れないで
ほしい言葉を贈ります。

「ずっと忘れないと約束して。あなたは自分で思うよ
りも勇敢で、見た目より強く、そして思っているより
賢い、ということを。」

卒業・進級おめでとうございます！



29 2023.4 2023.4 広報ひろの 広報ひろの 

広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第45弾

広野町パークゴルフ協会 会員募集!!
　二ツ沼総合公園パークゴルフ場を拠点として活動する広野町パークゴルフ協会では、令和５年度の会員募
集が３月１日（水）から始まりました。パークゴルフ協会の年度は３月で切り替わるのです。
　会費は令和５年３月１日から令和６年２月29日までの１年間で1,500円です。
　気軽に楽しめて運動にもなるパークゴルフです。ただウォーキングをするより、おしゃべりしながら歩く
と時間も疲れも忘れますし、アスファルトの上を歩くより芝生の上を歩く方が膝への負担も軽減されます。
　パークゴルフの常連さんは気さくな方々なので、すぐに友達になれますよ。「何か新しい事を始めようかな」
とお考えのそこのあなた!!パークゴルフを楽しんでみませんか？

「HAMA-DORI JAZZ FEST2022」いわきでも開催!!
　２月５日（日）に南相馬市の小高生涯学習センター「浮舟文化会館」にてワークショップとコンサートを
開催した「HAMA-DORI�JAZZ�FEST2022」。３月４日（土）にはいわき市文化センターにて今年度２
回目のワークショップとコンサートを開催しました。
　今回のワークショップは泉中学校吹奏楽部の生徒さんと一般の
方が参加してくれました。一般ではなななんと!!会津若松市から
遠路はるばる参加してくれた方がいらっしゃいました。　
　そして午後はお待ちかねのコンサート。今回のお客様にはどの
媒体でこのイベントを知ったかアンケートを取りました。「広報
ひろので知った」というお客様もいて、記事を書いている者とし
てはとてもうれしかったです。お越し頂き有り難うございました。
　「1,000円で聴けるジャズなんて正直あまり期待してなかった
けど、すごく良かった」という声もありました。若手の実力派が
集まりましたので、
かなりお得なコン
サートだったと思い
ます。次はどこでや
ろうかな。

公式サイト 公式インスタ

　広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。３月16日
（木）にTOKYO�FM�(80.0MHz)「スカイロケットカンパニー」の人
気コーナー「スカロケ移住推進部」に移住相談員として生放送で出演す
るため、都内のTOKYO�FMが入るビルまで行ってまいりました。コー
ナーでは広野町の魅力である「自然豊かで温暖な気候」、「交通アクセス
が抜群」、「子育て・移住支援がアツい」「子育て・生活環境の整備」、「様々
な業種の求人が豊富」の５つの内容をPRしてまいりました。約10分の
コーナーでしたが首都圏のリスナーの方々に広野町の魅力をお届けでき
たものと思います。広野町の移住推進事業を始めてから、広野町に移住
を検討される方が増えてきています。引き続きになりますが広野町の
魅力を発信してまいりたいと思います。

広野暮らし相談窓口 “りんくひろの”レポート

TOKYO FMで広野町の魅力をPR

ワークショップはステージで
ちなみに喋っているのはMISIAさんの

ツアーに参加している方です

今回のコンサートも盛り上がりました手拍子でジャズのリズムを練習（楽しそう）
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消防署からのお願い

火 事 と 救 助 は 119 番
富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119
楢葉分署� ☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所�☎0240ｰ38ｰ2119

令和４年中の双葉郡内の火災発生状況

双葉郡内での火災事例

● 総出火件数は16件でした。

● 火災による死傷者は５人でした。
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節と
なります。火の元に注意し、「火の用心」を
お願いします。

令和４年に双葉郡内で実際に発生した火災事例をご紹介します。

① ガスコンロで鍋の空焚きによる出火

　　【対策】★ 調理中はその場を離れない

　　　　　 ★ 住宅用火災警報器を設置する

　　　　　　   （台所には熱式　寝室、階段上部には煙式）

② 非純正の工具用バッテリーが充電中に出火

　　【対策】★ 純正品を使用する

　　　　　 ★ 目の届く範囲で充電する
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水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和５年４月 令和５年５月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 10日～16日
１日～３日、８日～14日 

29日～31日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 １日・２日 
17日～23日

４日・５日 
15日～21日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 ３日～９日 
24日～30日

６日・７日 
22日～28日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
水道企業団からのお知らせ

１. 測定機関　 双葉地方水道企業団　　 
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　
４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　令和５年２月１日～令和５年２月28日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

※ いずれの検体も、２月28日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/
kg）未満であることを示しています。※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しています。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※ これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は�「ごみと資源の分け方・出し方」�を確認し、�
指定ごみ袋に分別して、�収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

2 3 4

7

14

21

28 31

1 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

29 30

6

13

20

27

5 月May

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

ペットプラペットプラ

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

広野町内ごみ収集カレンダー

日 土月 火 水 木 金

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 2923
30

高さ 10P のばして   可燃等は縦 130％
このベースに玉を流し込み
書体と文字色を変更した方が早い 4 月April

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広 野こど も 園広 野 小 学 校

広 野 町 児 童 館

↑さくら組 お別れの会の様子

さくら組さん、がんばってね!!

　３月10日（金）にこども園で、お別れ会をしました。
すてきなダンスに歌、おいしいケーキとスペシャルお弁
当給食まで、楽しい時間を過ごすことが出来ました♪
　さくら組さんはもうすぐ小学生…みんなの成長はと
ても嬉しいけれど、ちょっぴり寂しい気持ちでいっぱ
いです。小学校に行っても、がんばってね!!入学式に
はすてきなランドセル姿を見せてくださいね。

↑６年生を送る会の様子

６年生を送る会

　３月３日（金）卒業する６年生を送る会が開催され
ました。５年生が計画から準備、会の進行を行い、伝
言ゲームやじゃんけん列車などのゲームで在校生と６
年生が楽しいひとときを過ごしました。会の最後には
サプライズで６年生から寸劇の発表があり、在校生も
大変喜んで楽しい時間を過ごすことができました。

↑外遊びをする児童ら

楽しい戸外遊び

　３月に入り、花壇には水仙やクロッカス、タンポポ
が咲き始めました。寒い冬が終わり、暖かい春がすぐ
そこまで来ています♪
　子どもたちは外で遊ぶのが大好き!!すべり台やブラ
ンコ、サッカーやなわとび…好きな遊びを思いっきり
楽しんでいます。写真は元気な１、２年生です。今日
はどんな遊びを考えているのでしょうか？

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを
対象に、テーマ遊びや保護者同士で情報交
換をする場で、保育士などによる育児相談
なども行っています。
　今月の開催はありません。
　５月以降の開催は、広報５月号でお知ら
せします。
問 �広野町児童館　☎0240ｰ27ｰ3288

げんキッズの

ご 案 内
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　 579人
　中学校 180人　 高等学校 399人

園児･児童･生徒数 　合計　　 414人
　小学校　152人　　中学校 110人
　こども園  87人　　児童館　65人

R５.３.１現在

広 野 中 学 校ふ たば 未 来 学 園

↑留学生との交流授業の様子

東日本国際大学留学生との交流

　２月21日（火）広野中学校２年生と東日本国際大
学に在籍している留学生との交流授業が行われまし
た。まずは留学生と一緒にサッカーを行いました。生
徒のチームに留学生が１人ずつ入り試合を行いまし
た。次に理科の授業では電池と磁石でモーター作りを
行いました。留学生の中には手先が器用ですぐにモー
ターを完成させる方がおり、作り方にこまった生徒た
ちは、その留学生に今まで学んだ英語を使って解決す
るなど交流を楽しみました。

↑ニュージーランド研修旅行の様子

ニュージーランド研修旅行

　ふたば未来学園中学校３年生がニュージーランド研
修旅行に行ってきました。
　３月４日（土）〜３月11日（土）の日程で組まれ、
研修の目的として、国際的に活躍できるグローバル
リーダーとなるための育成を目的としています。これ
まで中学３年生が取り組んできた総合的な学習の時間
「未来創造学」における地域課題解決のための探究活
動を、異文化の同世代に伝えていくための方法や内容
を中学生自身が組み立て、高校段階でのさらなる学習
につなげていきたいと思います。

↑シーズン報告会を終えて

シーズン報告会を終えて

　小林　惺十郎
　こんにちは。小林惺十郎です。キャプテンを務める
ことになりました。３月５日に県リーグ１部が開幕し、
その後に2022年度のシーズン報告会を実施しました。
町の方にも参加いただきました。今年の自分たちの目
標はクラブユース、高円宮杯共に全国大会優勝を目指
しています。県リーグ１部では優勝し、みちのくリーグ
に昇格することを目標に掲げています。従って、もっと
チーム全体のレベルや個人でのレベルを上げて自分た
ちの目標を達成できるように頑張っていきます。

JFAアカデミー福島

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週土・日曜日
　詳細はふたば未来学園のホームページをご覧ください。
　https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！



広
報
H
IR

O
N
O

 №
6
2
0

2
0
2
3
.4
.7

発
行
／
広
野
町
　
編
集
／
総
務
課
政
策
広
報
室
　

☎
0240－

27－
2111

　
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35

（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 
※町民居住者：町内における町民の居住者 ※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者及び他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

令和５年
２月28日現在

 町のすがた 

世 帯 数　2,265世帯(－7)
住基人口　4,658人(－14)
 　（男） 　 2,461人(－10)
　 （女）　  2,197人(－4)

 人のうごき 

転　入 13人
転　出 14人
出　生 2人
死　亡  3人

 実質人口 

5,732人
（4,209人＋1,523人）
（町民居住者+滞在者）

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

福島県広野町福島県広野町がが「日本一美しい日の出の町」宣言！「日本一美しい日の出の町」宣言！
「海から昇る日の出の美しさ」とそのワケを

シティプロモーションムービーで公開
　福島県広野町は、震災からの復興と移住・定住の促進、シビックプライドの醸成を目的として「海
から昇る日の出の美しさ」を独自に調査し、快晴日数や空気中のほこりなどの「エアロゾル」の薄
さについて広野町に類している６地点を比較した結果を基に、「日本一美しい日の出の町」を宣言し
ました。『安寿と厨子王』伝説に由来する「奥州日之出の松」など町が誇る太陽にまつわる文化、日
の出の美しさと見えやすさを調査した気象データ、日の出のエモーショナルな映像をまとめ、シティ
プロモーションムービー「日本一美しい日の出の町　福島県・広野町」として公式YouTubeチャン
ネルに公開しました。
　下記ＱＲコードよりご覧ください。

広野町 公式YouTube
「日本一美しい日の出の町　福島県・広野町」
https://youtu.be/DzBvic8LhZs

シティプロモーションムービー「日本一美しい日の出の町　福島県・広野町」


